
□ースター グルメ調理をずる 

準備 

©グルメ調理をずるとをは、受皿に水を入れないでください。 
©□— スターと中央ヒーターとの同時使用はできません。 

〇受皿•焼網をセットし、本体に組込む。 

• □-スターに受皿-焼網をセットし、な料をのせます。 

• □ースタードアは□ックするまで押し込んで確実に閉めてください。 

0 電源を入れる 

• 電源スイッチをブヴーび鳴るまで押してくださし、。 

•電源ランプび点巧します。 



グルメ調理のこつ 


参;令凍食品を調理するとさは、解凍せずに;令凍のまま調理してください。 

参;令凍ピヴや;令蔵ピヴを調理するとさは、包装をはずしてからアル=ホイルをピヴの 
まわりにそって折り巧げて < ださし、。 

参;令凍グラタンを調理するとさは、包装をはずしてからアル=ケース皿のまま入れて 
ください。 

(プラスチック容器の;令凍グラタンは、焼くことびでさません。） 

参調理するとさの置き方は、下図のよラにしてくださし、。 





手前側 


ピヴの堤台 




手前側 


B 



手前側 


グラタン1個の場合 グラタン2個の場合 

























































































o 調理タイマーは使用でをません。※「ビブ」 y ニューをセットする場合。 

グルメ自動調理のしかた 


1 材料に合わせて 

グルメメニューを選ぶ 



〇グルメキーを巧ずごとにメニュー石'，切り巧むります。 

※メニュー 還巧を.約3巧 iU 巧にスタート/切キーを巧ご 
ないとブザーが鳴り自動的に解なさ C ます。 
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材料やなみに応じて 

焼をかばんを選ぶ 


ni r- 醫圆個---- 


〇挽きびげんキーを巧します。 

グルメキーでメこユーををえると焼さかげん r 中」巧態 
とな0ます。 

※グルメメ ニユーおよび焼きかげん還巧を、約3分 i •ソ巧 
にスタート/巧]キーを巧さないと.ブヴーび鳴り.自動 
的にセツトび巧おさ打ます。 

※調巧中は，メニューおよび焼さかげんの変更はでさま 
せん。 


29 
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□ ースターをスタートずる 


点な^ ^^^点な) 


〇スタート/切キーを巧します。 

〇□-スターランプび点なして、弱理がスタートしまず。 
〇タイマー哀ち部に*" J と表示され、遠中か S 調理の廷 
0時間を表示します。 

•途中で調理をお了したい場合は、スタート/切キーを巧 
してください。 

•遗中で韵理を終了させに場合は.様子をみなび6最巧 
か S 調理して < ださい。 
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メロデイーが鳴った己 

調理物を取0出ず 




〇弱理物を入〇たままにしておくと杀熟で焦げ遏ぎるこ 
とびあります。 

ご烧をぴちりないとさは、グルメ手動弱理で巧テをみな 
り、6、さ5に巧いてください。 （3 □ベージ） 

〇謂理びお了すると巧きびげんランプび点滅し、高温を 
意を表示しまず。（量大7巧間） 


使用後は電源スイッチを巧して電源を切る。 


□ I スタ—グルメ調理をずる 



















□—スターグルメ調理をずる（つづさ) 


义力の目を 


グルメ手動調理のしかた 


「を 

480、 
巧当 


「中 J 即 0W ネ目当 

巧」 Ph a 

IT 回准 


.強」 

日 60W 
相当 


手動にずる 


〇グルメキー巧4回巧し手動に合わせる。 

※手動還巧を.約3分な巧にスタート/巧キーを巧さない 
とブヴーげ嶋〇自動的に解除さむます。 
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材料や好みに応じて 

焼さかばんを選ぶ 



C 席をびげんキーを巧します。 

※手動およひ焼きかげん道巧を、巧3分な巧にスタート/切 
キーを巧さないと.ブザーが晴り.自動的にセットがお除 
ごれます。 
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□ースターをスタートずる 


〇スタート/切キー巧巧します. 

〇□-スターランフび点なして、調巧びスタートします。 
調理中に烧さかげんキーで义力を調節でさます。 



※調理タイマーをご®用になるとさは，謂理スタートを 
i 呈まします。 （31 ページ） 



〇スタート/切キーを押します。 

〇調理げお了ずると烧をかげんランプび点滅し、言温ま 
意を表示しまず。（最大7分国） 

• 調理物を入れたままにしておくと余熱で焦げ週ざるこ 
とびあ D ます。 

※□ースターを「切」にしちむた場合は切0ちれ防止機能 
び働さ.通覃開始か5約30分掛こ通電を厚止します。 


使用をは電源スイッチを}甲して電源を切る。 












グルメ調理の加熱時間の目ち 


グルメメニュー 

加熱時間の目を 



メニユー 

焼き 

かげん 

数 

目を時間 

分 量 

mzmsm 

冷凍ピヴ 

中 

] 枚 

約12分〜1巨分 

1枚 

直径約1 8 cm 
(約22日旨） 


:令蔵ピヴ 

弱 

] 枚 

約8分〜12分 

手作りピヴ 

中 

] 枚 

約14分〜18分 


:令凍グラタン 

中 

2皿 

約25分〜30分 

1皿約24日旨 


m 

ホイル焼さ 

中 

吕個 

約20分〜23分 

1個約1巳〇邑 


調理タイマーの使いかた ( セットずる場合 


◎ 1分~最大29分まで1分単位で設定できまず。 
※調理中に設定しまず。 
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□- スターを适電中にタイマーキー D また 
は〇を巧ずとタイマー表示び数字で点灯し 
まず。 


3 



タイマーキー a 〇 を巧して好みの時間 
に設定しまず。 


4 



時間を合わせたを、約3秒間経過をに r ピピッ」 
とブザーび鳴り、「•_!び点滅し調理タイマー 
びスタートしまず。 



調理タイマーび終了ずるとタイマー表示が消なし、 
メ□デイーが鳴ってお知 S せしまず。 


け□ディー) 



•違中で調理タイマーを中止するとさは、わラー度〇キーまたは D キーを押してください。 
•設定した時間を変更したい場合は、調理タイマーを解除し、再度設定してください。 

※切り忘れ防止機能 （30 分）を優先しますので、通電途中でのセットでは、最大時間び短くなります。 





























チャイルド□ックの使いかた 


◎チャイルドロックは、おモ様などの誤操作を防止ずる機能でず。チャイルドロックを設定ずると全て 
のヒーター および □ースターの 通電がでさなくなりまず。 


チャイルド□ックの設定 


1 


電源を入れる 


• 電源スイツチをブヴーび鳴るまで巧してください。 
•電源ランフび点なします。 



2 チャイルド□ックを設定 
する 


〇チャイルド□ックキーを約3お)間巧しまず。 

〇 r ピッ」とブザーび鳴ってチャイルド□ックランプび点むし、 
チャイルド□ックを設定しまず。 



チャイルド□ックは、電源スイッチを切っても（またプラグを巧いてら）記憶しています。 


チャイルド□ックの解除 


1 


2 


電源を入れる 


• 電源スイツチをブヴーび鳴るまで巧してください。 
•電源ランプび点なします。 



チャイルド□ックを解除 
する 


〇チャイルド□ックキーを約3お)間巧しまず。 

〇「ピッ」とブザーび鳴ってチャイルド□ックランプび消なし、 
チャイルド□ックを解除しまず。 


中央ヒーター□ックの使いかた 


◎中央ヒーターロックは、中央ヒーターをご使用にな日ない場合に誤って通電をしてしまうのを防止ず 
る機能でず。中央ヒーター□ックを設定ずると中央ヒーターの通電がでさなくなりまず。 


中央ヒーター□ックの設定 




中央 ヒーター □ックを 
設定する 


電源スイツチをブヴーび鳴るまで巧してくださし、。 
電源ランプび点なします。 



〇中央ヒーター□ックキーを約3巧間巧しまず。 

〇「ピッ」とブザーが鳴って中央ヒーター通電ランプと□ッ 
クランプが点なし、中央ヒーター□ックを設定しまず。 

※中央ヒーター□ックの設定は、中央ヒーターの設定中 
や通電中はでさません。 


中央ヒーター□ックは、電源スイッチを切っても（またプラグを巧いてら）記憶しています。 


中央ヒーター□ックの解除 




電源スイツチをブヴーび鳴るまで巧してくださし、。 
電源ランフび点なします。 


中央 ヒーター □ックを 
解除する 


〇中央ヒーター□ックキーを約3秒間巧しまず。 

〇「ピッ」とブザーが鳴って中央ヒーター通電ランプと□ッ 
クランプび消 I 灯し、中央ヒーター□ックを解除しまず。 



チャイルド□ックの使いかた/中央ヒ—夕—□ックの使いかた 






















お手入れ 


ご使用のたびにお手入れしてください。 

トッププレート、プレートワク、操作部はちれを放置したり、ちれたまま使ラとこびりついてとれにくくなります。 


A ミ主意 

必ず電源を切り、本体げ十分にをえたことを確かめてか5行ってください。 


〇ベンジン、シンナー、みびさおは絶対に使用しないでください。 
〇吸’排気カバーに水び入らないよ5、ごを意ください。 


上面操作部-表示窓 



吸•排気 カバー 


0 トッププレート 
〇 プレートワク 



0 □ースター 




0 前面表示部•パネル操作部 


天ぷ5鍋咐属品) 


1 薄めた台所用洗剤（中性）とお湯で洗ラ。 

♦たわしやみびき粉（クレンヴー）は使用しないで 
くださし)。 

2 鍋底や外側の異物やちれをとる。 

参巧れがこびりついたまま使5と、油温を正しく 
コント□ールでさないことびあります。 


3 ない終わった5水気を 
切り、乾いた5内側に 
軽く食用油をめる。 

•洗ったままにしておくと鐘びる場合びあります。 
※天ぷら鍋に同個の説日月書をよく読んでご使用く 
ださい。 

♦鍋底がそってさたり、変形した場合は使用しな 
いで<ださい。お買い上げの販売店でお買いホ 
めください。 （8 ページ） 


〇 吸•排気カバ— 

■本体か5吸•排気カバーを外し、薄めた台所 
用洗剤（中性）とスポンジで洗ラ。 

〇たねしやみびさおは使わないでくださし、。 

〇お手入れ後は、水気をふさとりおず本体にセットし 
て < ださし、。 

〇巧れて目詰まりしたまま使ラと、通電を停止したり、 
□ースター使用中に□ースタードアから煙びちれた 
りする場合びあります。 

0前面表示部•パネル操作部 • 
上面操作部•表示窓 

■やわ5かいなでふく。 

〇ちれびひどいときは台所用洗剤（中性）を巧に直接つ 
けてふさとり、ちラー度絞ったふきん、乾いたふき 
んの順でふさとってくださし、。 

〇水にめらさないでください。故障の原因になります。 



0 トッププレート 

■絞ったふきんでよくふきとり、その後乾いたふきんで 
か5ぶきする。 

〇煮こぼれなどは、そのままにしてお<とこび0ついて取れなくな 
ります。ご使用のたび、こまめにお手入れしてください。 

故障の原因になります。 

■ちれがひどいときは台所用な剤（中性）を巧に直接つ 
けてふきとり、らう一度絞ったふきん、乾いたふきん 
の順でふきとる。 

※酸性•アルカ U 性の強い洗剤（漂白剤、住宅用合成洗剤など）は 
使わないでください。（トッフプレート-プレートワクの変色の 
原因になります。） 

〇落ちにくい巧れは、をえてからトッププレート専用ク U —ナーや 
ク I 」ームクレンヴーなどを丸めたラップにつけてこすりとる。 


トッププレート 



《ドライバーなど先の鋭いちのや目の粗いみびき粉、は、トッププレートを傷つけるので使わないでください。 


煮こぼれがこびりついてしまったとをは 


♦市販のセラ5ック用スクレーバー等で煮こぼれの 
部分だけを軽く削り落とし、その後よくふきとる。 



別売品 


トツププレート専用クリーナ ー 

>トッププレートのミちれをおとし、光沢をだし、ふ 
さこぼれによる巧れや焦げつさを抑えます。 


品 名 

型 式 

希望ル売価格 

(税抜1,400円) 
吕〇04年日月現な 


ガラスクリーナー 
HT - K 1 
1,470円 


〇 プレートワク (ステンレス製） 

■絞ったふきんでよくふきとり、その後かねいたふきんでか5ぶきする。 

■こびりついたちれはクリームクレンザーなど少量を丸めたラップにつけてこすりとる。 

〇ステンレスの筋（横方向）にそってこすってください。縦方向にこすると傷つくことびあります。 



放置すると巧れあとび残ることびあります。 

吸-排気カバーの下の油;'ちれらこまめにお 
手入れして < ださい。 

































お手入れ（つづき) 


□ —スター 


□—スタードア.受皿の取り外し、取り付けかた 


取り外しかた 


1 とってを両手でしっかり持ちゆっくり止ま 
るまで引き出し、斜め上に持ち上げなび5 
外す。 

※受皿内の水や油びこぼれないよラを意してください。 



2 受皿にのつている焼網を外す。 



3 とっての下側に手を回し、□-スタードア 
パネを軽く引き下げる。 



※□ースタードアバネを押さえずに無理に外すと□一 
スタードアび破損したり、変おすることびあります。 

4 □-スタードアを受皿側に倒ずようにし、 
受皿に付いている左ち2ヶのツメを外す。 



取り付けかた 


1 受皿に付いている左ち2ヶのツメを□-ス 
タードアの角穴部に斜め下より差し込む。 



2 □-スタードアを手でささえ、受皿を図の 
ように下げる。 

※カチッと音がして受皿が固定されます。 



3 焼網をのせる。 

〇焼網は支え部を□ースターの奥側にしてのせてください。 
※のせる向をををにすると、本体に取り付けられません。 



支え部 


焼網 


4 斜め上か5はめ込み、□ックするまでゆつ 
<り巧す。 



□ —スタードア*受皿のお手入れ 


■薄めた 台所用洗剤（中性）とスポンジで洗う。 

〇 たわし-みびさおは使用しないでください。 

(表面を傷つけます。） 

〇 □—スタードアは、食器洗い乾燥機や食器乾燥器には入れないでくださ 
し、（樹脂部び変形します。） 




受皿 


□-スタードア 




焼網のお手入れ 


■薄めた 台所用洗剤（中性）とスポンジで洗う。 

※焼網のフッ素コートを傷めないでください。 

〇金属製のたねし-スポンジのナイ□ン面でこすらないでください。 

フッ素コートに傷び付いたりはがれたりすることびあります。 

〇ご使用の度にお手入れしてください。 

ちれびこびりつくと調理物び取りにくくなることがあります。 

〇焼網は消耗品です。フッ素加工びいたんだ場合は、お買い上げの販売店 
でお買いホめください。 （8 ページ） 



焼網 


庫内のお手入れ 


■受 皿を取り出し、庫内の油ちれをふきとる。 

※絞ったふさんで輕く拭さ取ってください。 

強くふさますと塗装び傷むことびありますのでご注意くださし、。 



クリーニングのしかた 


■ □-スター庫内の油ちれを乾燥させ、においを軽減することができます。 


•洗って水気をふきとった□ースタードアと受皿 
を□ースター庫内にセットし、□ースターク U — 
ニングキーを押した後、スタート/切キーを巧し 
てください。□ースター庫内の油を焼き切るため、 
受皿には水を入れません。（□ースター庫内を高 
めの温度で自動コント□ー ルします。） 

※焼網は絶対にセットしないでください。 

焼網のフッ素コートを傷めます。 

※約10分で自動的に終了し、通電を停止します。 

※においを軽減しますび、巧れを除去することは 
でさません。 



※ク U —ニング中は□ースター庫内の油を焼さ切るため煙び 
出る場合びあります。必ず換気扇を使用してください。 


途中で終了ずる場合は、スタート/切キーを巧してください。 



























こんなとをは 


故障かなと思った5、次のことをお調べください。 


通雷 I ノ なし、 ◎専用回路のブレーカーが切れていませんか。 

►■ブレーカーを入れてください。 

◎電源が切れていませんか。（電源ランプが消えている。） 
►電源を入れてください。 

• 電源スイツチをプヴーび鳴るまで押してください。 

• 電源ランプび点灯します。 

《ヒーターを約4己分通電しないと待機時消費電カオフ機能び働さ、自 
動的に電源を切ります。 

◎チャイルド□ツクが設定されていませんか。 

►チャイルド□ツクを解除してください。 （32 ページ） 

◎中央ヒーター□ツクが設定されていませんか。 

► 中央ヒーター □ ックを解除してください。 （33 ぺージ） 


炒め物などを行ラと左- 
ち ヒーターの 火力び弱 
くなる。 


◎炒め物などを行ラと、鍋底温度が上がり、自動的に义力をコン 
トロールずる場合びありまず。温度び下がると自動的に义力び 
強くなるので、そのままご使用ください。 


乂力を切り換えたとさに 
時々ブヴーび鳴らない。 


◎义カキーで义力を調節ずるとをはブザーが鳴りまず。設定キー 
で义力を調節ずるとをはブザーが鳴りませんび、故障ではあり 
ません。 


中央ヒーターび周期的 
にホくなったり、消えたり 
する。（クイックラジエン 
トヒーター） 


◎中央ヒーターは、义力のコント□ールや温度調節機能び働くた 
め、ヒーターがホくなったり、消えたりしまず。（『強义』の場 
合でち温度調節機能が働きヒーターがホくなったり、消えたり 
しまず。） 


◎そった鍋などを使ラと消えている時間び長くなりまず。 


液晶表示の乂 カバーび 
交互に点灯し、約30砂 
後に消灯した。 

(小物検知機能、鍋無し 
自動停止機能） 


◎鍋をヒーターの中央に置いていまずか。 

◎使えない鍋を置いていませんか。 （1 2ページ) 
►使える鍋を置いてください。 



♦ 



約3□秒後 



メ□ディーび鳴0、お晶表示び消え、通電を停止します。 

※図はちヒーターを火力「7」で使用した場合。 

※付属の天ぷら鍋で確認してを同じ場合はお買い上げの販売店にご連絡く 
ださい。 


使用途中に ヒーターの 
通電び停止した。 

(切り忘れ防止機能） 


◎切り忘れ防止機能が働いていまず。 

さヒーターに一定時間経過すると自動的に通電を停止する、切り忘れ防 
止機能び設けられています。 

•左’ちヒーター、中央ヒーターは操作後約4己分 
• □ースター（手動調理）は約30分 


切り忘れ防止機能び働いた時はメ □ ディーでお知らせします。 
再度、通電を開始してください。 


使用途中に停電になっ ◎通電中のヒーターは停止し、タイマーも取り消されまず。 

た。 ◎電源を入れ、もう一度操作を初めから行ってください。 

• 電源スイツチをブヴーび鳴るまで押してください。 

• 電源ランフび点打します。 


左 •ち ヒーターでの 調理 
に時間びかかる。調理 
のでさ上びりび遅い。 


◎鍋底に異物び付着していたり、トッププレートび巧れていませ 
んか。 

► 鍋やトッフフレートのお手入れをしてご使用ください。 

◎使える鍋を使用していまずか。 （ 12ページ） 

► 使える鍋を使用してください。 





















こんなときは（つづさ) 



電源を切ってち 
音びする。 


◎本体内部のを却のために、フアンが最大10秒間回ることがあ 
りまず。異常ではありません。 

自動的にフアンは止まります。 


左•ちヒーター使用中に 
鍋から音びする。 


◎鍋底が薄い鍋やを層鍋、ホー □ —の密着び良くなし1鉄ホー □ —な 
ど鍋の種類によっては音（ジー音、カチカチ音）や共鳴音（キーン 
音、キューン音）が発生ずることがありまず。 

これは磁力線により鍋自体び振動するためで、異常ではありません。 

•鍋の位置をずらしたり、置さ直したりすると音び止まることびあります。 
•ち•ちヒーターを同時に使用した場合、鍋の種類によっては調理中に共 
鳴音「キーン」とか「キューン」という音びしますび、これも磁力線によ 
0鍋び振動するためで異常ではあ0ません。 


表 TJX 窓の液晶か黒ぐ 
なった。 


◎表示窓の上に熱い鍋などを置くと液晶が黒くなることがありま 
ずび、しばらくが置ずるともとにちどりまず。 

※表示窓の上に熱い鍋などを置かないでください。 


液晶表示に 「 M 」 び表示 
されたままでヒーター 
に通電しない。 


◎魚焼をキーと焼をかげんキーを同時に3秒上巧してください。 

• ブヴーび鳴り 「 M 」 び消打します。 


本体後ろの壁面に水滴 
びつくことびある。 


◎□ースター調理中に吸-排気カバーか6出る水蒸気などが壁面 
につさ水滴になることびありまず。 

• ふさんなどでふさとってください。 


□ースター調理中、庫 
内で瞬間的に炎び出た 
り、吸•排気カバーか 
ら煙び出る。 


◎魚の脂などがヒーターの上に直接落ちると、瞬間的に炎や煙が 
出ることびありまず。異常ではありません。 

◎調理を始めてしば5くの間、前回の調理でヒーターについた脂 
び加熱されて、においや煙び出ることがありまず。異常ではあ 
りません。 















こんなとさは（つづさ) 


表示窓の液晶表示に次の表示がでたとを 


表示例 

状 態 

処置および調べるところ 

C 1 i 

左•ちヒーター使甫時、 
液晶表示び巧 < 房打ずる。 

•空たをになつています。 参韻に調 3 物を入れてください。 

♦炒め物の調垣を斤ラと表示する> 一.て,ィ了一.は m/r-w、 

塌をげあります。 •: 

•リ i 

こ’‘‘? 

揚げ物温度コント□ール 
巧使巧した白、を•ちヒー 
ターの液晶表ちがホ<点 
巧する。 

•専用の天ぶ 6 飼の底に 2mmU 上 •そ 0 や変おびある場合は巧しい調 

のそ D びあったり変あしています。 をご精入<だごい。旧べージ） 

♦専用の天ぶ 6 留のおやトッププレー ► ♦異物や巧れの場合はお手入れを 
卜に異物や—;ちれび巧着している。 してご使巧 < ださい。 

こ合合 

H 15 

左•ちヒーター使用時、 
液晶表示がホ < 点打する。 

♦ほこりを帖とコてくださし、。 

■^。排気か（-り哺ごがれていま胃;;;^^ たで い。 


卜；！ 广; 

ち•ちヒーター巧用時、 

__の《*5ゎ- ー ァ i、一T»" 、♦細の種類を？ is してください。 

•錦の種類ひ違っています。 > パ;） 

がつ 

あ星表 3F がホ < ななする。 

CS 1 

巧晶哀示びホ < 点灯する。 

•電源雪圧び異萬に音い場合や S L ♦お買い上げの.眼売店にご運緒< 
い齢。 ^ださい。 


表示が出たときは 

① C * !.C •さ JS.H r つの表示が出たとをはちヒーターの r 切」操作をする。 

⑤ !. C ささ、«95、^^•つの表示が化たとをはちヒーターの「切」娱作をする。 

※① 、風で操作をすると表示び消えます。再度通電を巧い.同じ表示げ出た5,お貢い上げの販売店まには工事店にご連絡くだ 
をい。 


パネル操作部のタイマー表示部に次の表示がでたとを 


表示例 

状 態 

処置および調べるところ 

回 

國 

□ースター使巧時、巧を 
かげんランプの強-中- 
弱び点威ずる。 

参受皿に水び入っていません。 ♦运皿に水を入れて< ださい。 

•還亀しにまま運続して魚を链い^ ♦いったん通軍を切 D , がを入れ 
た場合。 てなの調理物を入れる。 

画 

□-スター使用時.巧を 
かげんランプの強-中- 
弱び点滅ずる。 

♦電爲電圧が異洁に冨い場合やほ^ ♦ぉ貿い上げの版売店にご運措< 

い場合。 * だごい。 


表示び出たとさは ••• 

® に 3 E 3 I の表示が出たとさは口-スタ-のスタ-卜/切キ-を巧す。 
※① の僖巧をすると表 おび 消えます。ち度通電を巧い.同じ 
表示び出たら、お貢い上げの販売店または工事店にご連絡 
<ださ 


※表示窓のお晶表示やパネル操作部の 
タイマー表示部に上記むかの表示が 
でたとまは、お買い上げの販売店ま 
たは卫事店にご連結ください。 




























